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令和７年８月１日

株式会社丸三美田実郎商店（以下「美田社」）は、株式会社カワハラデンプンを子

会社化し、美田社の原料集荷や営業力などのノウハウを活用し、国産ばれいしょで

ん粉及び製品の生産体制の強化・効率化を図ることにより、グループ一体となって、

供給が不足する国産ばれいしょでん粉製品を増産し、生産者の販売機会の拡大及

び経営安定・発展につなげることを目指す。

＜事業再編計画概要＞

【実施時期】 令和7年8月～令和11年3月

【目標】

（農産物流通等の合理化）

○ ばれいしょ調達量 R6年度：7,200トン→ R10年度：7,800トン

○ ばれいしょでん粉製品の販売量 R6年度：1,200トン→ R10年度：1,300トン

（生産性の向上）

○ 従業員一人あたりの付加価値額

R6年度：7,302千円→ R10年度：8,583千円（17.5％向上）

○ でん粉工場の稼働率 R6年度：70％ → R10年度：75.8％

（労務に関する事項）

○ 事業再編に伴う従業員の解雇等はない
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